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no flower bud was produced by the treatment of constant tempera-
ture of  33°C during the whole period.

8.ユ ー カ リ苗 木 の 養 成 とユ ー カ リ園 の 造 成

加藤退介 ・宮崎安貞 ・原田盛重 ・長沢武雄 ・野中徳次郎

(1)苗 木 の養成

苗木はすべて実生 に よつたo使 用 したユ ーカ ジ種子 は.1971年4月 にオース トラリア

のKershaw商 会 か ら58種 を購入、筆者 らの ひと9原 田が12種 を提 供、さ らに九州林

麗感 の真砂氏 か らフィリ ツ ピン産 ユーカ ジ種子4種 の寄贈 を うけ計54種 であつた。 これ ら

の種子 は、1971狂4月15日 ～6月1日 にかけてそれぞれ4分 の1オ ンスずつ播 いた。

使 用 した播種箱 は、 ポチエ チレン製の縦55碗 、 横25(mt、 深 さ6.5c7nの も㊨ で、箱 の底部

は電 気 ドYル で5en間 隔 に排 水孔 をあけた。 この中 にあらか じめ メチル ・ブ ロームで殺菌 し

た細土 を入れ、手 で土 を充 分 しめてか らユ ーカ ジの種子 を播 き覆土 した。 発芽本数、 途中の

生 育状 況、 ポ ツ トへ の床 替本数な どは表1に 示 す とお りで ある。

床 替は、 ビ轟一ル ・ボ ツ ト(内 径!9～12('1P・)に 葉ポ ツ ト当91本 ずつ を雨天のHを 選

び、 かつ、 ま きつけ床 か ら移 す ときは根 についた土 を動かさ ない よ う充分 に注意 しなが ら移

植 した。床 替本数は 壌樹種56求 ツ トを限度 として、 発芽 した5o樹 種 に対 し合計 肇,519

本 を床 替 した。 これ らのボ ツ トは 自動灌水装置 のついた第 り網 室に並べ、 夏期1時 間 ごとに

19秒 、秋期以後は 肇時間半 ごとに8秒 の灌水 を行 なつた。

(2)L一 カ リ園の造成

ポ ツ トに移植 した ユーカ ヲは、そ の後 さま ざまな時期 にいろいろの理由で枯 損 した。す な

わ ち、移植直後 に枯れた り、 ピー ・ノズルの死 角にはいつて乾燥 のため枯 れた9、 秋の根切

9で 直根 を失つて風倒の ため枯 れたVし た。げ れ ども最 も損害 を うげたのは、冬 期eCk・ け る

寒 さに よる淘汰 であつた。1冬 過 ぎた1972年4月17日 に生 きのびた個 体はユ ーカ リ園

に定植 した。その本数は317本 で あ9、 これ は床 替本数1,510本 の 約21%に 当 る。=z.

一 カ リ園 の配置は図1に 示す と溌 ジである。配 置は将来 の景観 を考慮 してt樹 種7本 植え と

し、そ の うち6本 は樹木の大 きさに応 じて1辺 の長 さ1.5m～5m間 隔 の正6角 形 の各頂角

に植え、残y!本 は中央部 に配 した。定植後の活着率 は きわめて 良好 でほx"108%に 近 い。



表 喋 ユ ーカ リ苗木の養成



一・127-一



図
肇
ユ
一
カ
リ
試
験
植
栽
見
取
図

道
路
側
正
薗


